
(57)【要約】

【課題】廃木材を高炉内で高効率に処理できる、廃木材

処理方法を提供すること。

【解決手段】廃木材とプラスチックとを混合して、該プ

ラスチックの少なくとも一部を溶融固化させることで木

材とプラスチックとを含有する造粒物を製造し、該造粒

物を高炉羽口部から高炉内に吹込む廃木材の処理方法で

あって、前記造粒物の平均強度指数が１５ｋｇｆ／ｍｍ

以上、且つ、調和平均径が５ｍｍ以上であることを特徴

とする高炉における廃木材の処理方法を用いる。また、

押出し工程を含む造粒機を用いて、廃木材とプラスチッ

クとの造粒物を製造し、該造粒物の平均強度指数が１５

ｋｇｆ／ｍｍ以上、且つ、調和平均径が５ｍｍ以上であ

ることを特徴とする高炉における廃木材の処理方法を用

いる。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 混 合 し て 、 該 プ ラ ス チ ッ ク の 少 な く と も 一 部 を 溶 融 固 化 さ せ る
こ と で 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 含 有 す る 造 粒 物 を 製 造 し 、 該 造 粒 物 を 高 炉 羽 口 部 か ら 高 炉
内 に 吹 込 む 廃 木 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 造 粒 物 の 平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 以
上 、 且 つ 、 調 和 平 均 径 が ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 高 炉 に お け る 廃 木 材 の 処 理 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
押 出 し 工 程 を 含 む 造 粒 機 を 用 い て 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 を 製 造 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 炉 に お け る 廃 木 材 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 建 設 現 場 等 で 発 生 す る 木 材 等 の 廃 木 材 を 、 送 風 羽 口 を 介 し て 高 炉 に 吹 込 み 、 処
理 す る 、 高 炉 に お け る 廃 木 材 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
建 設 現 場 等 に お い て 発 生 す る 大 量 の 廃 木 材 は 、 通 常 、 そ の 一 部 は 燃 料 用 材 、 製 紙 用 材 、 ま
た は 、 動 物 の 飼 料 等 と し て 再 利 用 さ れ る が 、 大 部 分 は 埋 立 て 地 等 に 投 棄 さ れ て い る の が 現
状 で あ る 。 し か し 近 年 、 埋 立 処 理 が 許 容 限 界 に 達 し つ つ あ り 、 環 境 対 策 上 好 ま し い 廃 木 材
の 大 量 処 理 技 術 の 開 発 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
高 炉 操 業 に お い て は コ ー ク ス を 主 な 燃 料 と し て き た が 、 近 年 、 羽 口 か ら の 補 助 燃 料 の 吹 込
み が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 補 助 燃 料 吹 込 み は 、 高 価 な コ ー ク ス の 使 用 量 低 減 に 寄 与 す る と
共 に 、 コ ー ク ス 炉 の 稼 働 率 減 少 に よ る コ ー ク ス 炉 の 寿 命 延 長 に も つ な が り 、 そ の 結 果 と し
て 溶 銑 コ ス ト を 低 下 さ せ う る 手 段 と し て 注 目 さ れ て い る 。 通 常 、 補 助 燃 料 と し て は 、 重 油
、 石 炭 等 の 化 石 燃 料 が 吹 込 ま れ て き た が 、 近 年 は 、 都 市 ご み あ る い は 産 業 廃 棄 物 中 に 混 在
す る 使 用 済 み プ ラ ス チ ッ ク の 吹 込 み も 実 施 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 背 景 の も と 、 廃 木 材 等 を 高 炉 に お い て 処 理 す る 方 法 も 試 み ら れ て い る 。 即 ち 、
廃 木 材 を 、 高 炉 の 送 風 羽 口 か ら 吹 込 ん で 廃 木 材 を 大 量 に 処 理 し よ う と す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 補 助 燃 料 吹 込 み に 用 い ら れ る 微 粉 炭 が 主 と し て 数 １ ０ μ ｍ 以 下 と 微 細 で あ
る の に 比 較 し て 、 一 般 に 廃 木 材 は 粒 度 が 大 き く 、 且 つ 着 火 性 が 悪 い た め 、 高 炉 羽 口 か ら 吹
込 ま れ た 場 合 、 未 燃 の ま ま 羽 口 前 方 の 燃 焼 帯 （ レ ー ス ウ ェ イ ） に 入 り 、 高 炉 炉 芯 部 分 に 侵
入 し 、 そ の 結 果 、 炉 内 に お け る ガ ス の 通 気 性 及 び 溶 銑 滓 の 通 気 性 を 妨 げ る 傾 向 が あ る 。 従
っ て 、 高 炉 羽 口 か ら 多 量 に 廃 木 材 を 吹 込 む と 、 高 炉 の 生 産 性 を 低 下 さ せ る 恐 れ が あ る 。 こ
の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 混 合 し 、 高 炉 に 装 入 す る 処 理
方 法 、 お よ び 、 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 混 合 し 、 混 合 し た 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク を す
り つ ぶ し 、 押 出 し 工 程 を 含 む 造 粒 機 に よ っ て 、 表 面 が 溶 融 固 化 し た 粒 状 体 と し て 、 燃 焼 性
、 気 送 性 を 高 め 、 高 炉 に 装 入 す る 処 理 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ０ ９ － １ ３ ７ ９ ２ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ７ ７ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 ２ に よ れ ば 、 廃 棄 物 で あ る 廃 木 材 の 大 量 処 理 と 有 効 利 用 が で き 、 高 炉 の 燃 料 コ ス
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ト の 低 減 が 可 能 で あ る 。 し か し 、 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 単 純 に 混 合 し 、 吹 込 ん だ 場 合
は 、 木 材 を 効 果 的 に 燃 焼 さ せ 、 高 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 を 達 成 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 廃
木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 造 粒 物 を 吹 込 ん だ 場 合 も 、 造 粒 物 の 性 状 に よ り 、 廃 木 材 の 燃 焼 ・
ガ ス 化 率 は 大 き く 左 右 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 廃 木 材 を 高 炉 内 で 高 効 率 に 処
理 で き る 、 廃 木 材 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す べ く 、 高 炉 羽 口 か ら 吹 込 む た め の 廃 木
材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 造 粒 物 の 燃 焼 試 験 を 繰 り 返 し 、 詳 細 な 検 討 を 重 ね た 。 そ の 結
果 、 高 炉 の レ ー ス ウ ェ イ 内 に お い て 燃 焼 率 を 向 上 さ せ る た め に は 、 造 粒 物 の 強 度 ま た は 粒
径 の い ず れ か 一 方 だ け を 制 御 す る だ け で は 、 レ ー ス ウ ェ イ 内 に 到 達 す る こ と が 出 来 な か っ
た り 、 レ ー ス ウ ェ イ 内 に 到 達 す る こ と が 出 来 た と し て も 、 熱 風 中 を 飛 翔 中 に 分 裂 ・ 崩 壊 し
て 、 燃 焼 率 が 低 下 す る こ と が 判 明 し 、 造 粒 物 の 強 度 お よ び 粒 径 の 両 方 を 制 御 す る こ と に よ
っ て 造 粒 物 の 燃 焼 ガ ス 化 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は こ の よ う な 知 見 に 基 づ き な さ れ た も の で 、 そ の 特 徴 は 以 下 の 通 り で あ る 。
（ １ ） 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 混 合 し て 、 該 プ ラ ス チ ッ ク の 少 な く と も 一 部 を 溶 融 固 化
さ せ る こ と で 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 含 有 す る 造 粒 物 を 製 造 し 、 該 造 粒 物 を 高 炉 羽 口 部 か
ら 高 炉 内 に 吹 込 む 廃 木 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 造 粒 物 の 平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／
ｍ ｍ 以 上 、 且 つ 、 調 和 平 均 径 が ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 高 炉 に お け る 廃 木 材 の
処 理 方 法 。
（ ２ ） 押 出 し 工 程 を 含 む 造 粒 機 を 用 い て 、 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 を 製 造 す る こ
と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の 高 炉 に お け る 廃 木 材 処 理 方 法 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 高 炉 に お け る 廃 木 材 処 理 方 法 で あ り 、 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 混 合 し て 、 該
プ ラ ス チ ッ ク の 少 な く と も 一 部 を 溶 融 固 化 さ せ る こ と で 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 含 有 す る
造 粒 物 を 製 造 し 、 高 炉 羽 口 部 か ら 高 炉 内 に 吹 込 む 廃 木 材 の 処 理 方 法 で あ っ て 、 該 造 粒 物 の
平 均 強 度 指 数 と 調 和 平 均 径 の 両 方 を 所 定 の 範 囲 内 に 制 御 し て 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 。
塊 成 化 さ れ た 造 粒 物 の 強 度 、 粒 径 は 、 炉 に お け る 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 と 密 接 な 関 係 が あ り 、 所
定 の 圧 縮 強 度 （ 即 ち 、 押 し つ ぶ し 硬 さ ） 以 上 、 所 定 の 粒 径 以 上 の と き 、 炉 に お け る 燃 焼 ・
ガ ス 化 率 が 高 く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 で 用 い る 、 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 含 有 し 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 表 面 が 溶 融 固 化
し た 造 粒 物 に お い て 、 炉 の レ ー ス ウ ェ イ 内 の 所 定 領 域 に 到 達 可 能 な 造 粒 物 の 強 度 は 、 平 均
強 度 指 数 （ δ ） ≧ １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ で あ る （ 但 し 、 δ ＝ Σ δ ｉ ω ｉ 、 δ ｉ ： 造 粒 物 に 垂 直
な 荷 重 を 加 え た と き の 荷 重 （ ｋ ｇ ｆ ） と 変 位 （ ｍ ｍ ） と の 比 、 ω ｉ ： 造 粒 物 の 質 量 分 率 ）
圧 縮 強 度 に 制 御 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
造 粒 物 の 強 度 が 上 述 し た 平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 以 上 で 表 さ れ る 圧 縮 強 度 の と き
に は 、 歩 留 ま り よ く 造 粒 物 を レ ー ス ウ ェ イ 内 に 投 入 す る こ と が で き 、 レ ー ス ウ ェ イ 内 に お
け る 造 粒 物 の 平 均 的 な 滞 留 時 間 を 長 く し て 、 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 未 満 の 時 に は 、 ラ ン ス か ら 吹 込 ま れ た 直 後 の 熱 風 に よ っ
て 急 速 に 加 熱 さ れ て 、 造 粒 物 が 分 裂 、 崩 壊 等 に よ っ て 細 粒 化 が 生 じ 、 ガ ス 流 れ に 同 伴 し て
レ ー ス ウ ェ イ 外 に 飛 び 出 す 細 粒 の 割 合 が 増 加 し て 、 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 上 述 し た 範 囲 内 に 造 粒 物 の 強 度 を 維 持 す る だ け で な く 、 粒 径 を 所 定 の 範 囲 内 に 制
御 す る こ と が 重 要 で あ る 。 即 ち 、 粒 径 は 、 造 粒 物 の 終 末 速 度 が 、 レ ー ス ウ ェ イ 境 界 の ガ ス
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測 度 よ り も 十 分 に 大 き い こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 条 件 を 満 た す た め に は 、 粒 径 の 下 限 値 を
調 和 平 均 径 で ５ ｍ ｍ と す る 必 要 が あ る 。 調 和 平 均 径 と は 、 １ ／ ｄ Ｐ ａ ｖ ＝ Σ （ ｘ ｉ ／ ｄ Ｐ

ｉ ） 　 　 （ ｄ Ｐ ａ ｖ ： 調 和 平 均 径 、 ｘ ｉ ： 粒 径 範 囲 ｉ で の 体 積 比 率 も し く は 重 量 比 率 、 ｄ

Ｐ ｉ ： 粒 径 範 囲 ｉ で の 代 表 径 ） で 定 義 さ れ 、 造 粒 物 の 粒 径 分 布 か ら 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と の 混 合 物 の 造 粒 物 を 高 炉 に 吹 込 む 際 の 、 平 均 強 度 指 数 と
調 和 平 均 径 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ の 縦 軸 に 平 均 強 度 指 数 、 横 軸 に 調 和 平 均 径 を 示 し
、 造 粒 物 の 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 が ９ ０ ％ 以 上 の 場 合 を 高 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 と し て 、 造 粒 物 の 燃 焼
・ ガ ス 化 率 が ９ ０ ％ 以 上 の 場 合 を ● で 、 造 粒 物 の 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 が ９ ０ ％ 未 満 で あ る 場 合
を ○ で 示 す 。 造 粒 物 の 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 が ９ ０ ％ 以 上 に な る 適 正 範 囲 の 境 界 部 を 斜 線 で 示 す
。 調 和 平 均 径 が ５ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ 平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る 造 粒 物 を 高
炉 に 吹 込 ん だ 場 合 に ９ ０ ％ 以 上 の 高 い 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 が 得 ら れ る こ と が 分 か る 。 任 意 に 選
択 し た ９ 個 の 供 試 体 （ ▲ １ ▼ ～ ▲ ９ ▼ ） に つ い て 、 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 （ 括 弧 内 の 数 字 ） を 図
１ 中 に 示 す 。 供 試 体 ▲ ９ ▼ は 粒 径 の 大 き さ は 約 ７ ． ０ ｍ ｍ で あ る が 、 平 均 強 度 指 数 が ５ で
あ り 、 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 が ６ ４ ％ に と ど ま っ て お り 、 供 試 体 ▲ ４ ▼ 、 ▲ ７ ▼ は 、 平 均 強 度 は
１ ５ ｍ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ を 超 え る も の の 、 粒 径 が ５ ． ０ ｍ ｍ 未 満 で あ り 、 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 は ９
０ ％ 未 満 と 劣 っ て い る 。 従 っ て 、 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 ９ ０ ％ 以 上 を 得 る た め に は 、 造 粒 物 の 強
度 、 粒 径 の 大 き さ の 要 素 の い ず れ か を 満 た す だ け で は 不 十 分 で あ り 、 造 粒 物 の 強 度 、 粒 径
の 大 き さ の 両 方 を 所 定 の 範 囲 内 に 制 御 す る こ と が 必 要 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 は 、 表 面 部 分 が 溶 融 固 化 し た プ ラ ス チ ッ ク で あ る こ と が
好 ま し い 。 造 粒 物 が 、 木 材 が 圧 密 さ れ 嵩 密 度 が 高 い 中 心 部 と 前 記 中 心 部 を 覆 う 溶 融 固 化 し
て い る 表 面 部 と か ら 構 成 さ れ て い る と 、 高 強 度 が 達 成 し や す く 、 高 炉 へ の 気 送 に 際 し て 、
造 粒 物 が 崩 壊 し 難 く 、 高 炉 内 で 燃 焼 す る 際 の 熱 効 率 に も 優 れ て い る た め 、 高 炉 羽 口 へ の 吹
込 み に 適 し て い る 。 造 粒 物 の 少 な く と も 一 部 の 表 面 が 溶 融 固 化 し た プ ラ ス チ ッ ク で あ れ ば
効 果 が あ る が 、 溶 融 固 化 し た プ ラ ス チ ッ ク 部 分 の 面 積 が 大 き い 程 、 高 強 度 の 造 粒 物 が 製 造
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 は 、 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と を 混 合 し た 原 料 を 、
圧 縮 押 出 し 工 程 を 含 む 造 粒 機 を 用 い て 製 造 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば リ ン グ ダ イ 式 造 粒
機 と 呼 ば れ る 、 材 料 を 孔 型 の ダ イ か ら 押 出 し て 、 ダ イ と の 摩 擦 熱 に よ り 表 面 が 溶 融 し た 線
状 の 押 出 物 を 適 当 な 長 さ に 切 断 し て 造 粒 物 を 製 造 す る 造 粒 機 を 用 い て 、 上 述 し た よ う に 所
定 の 範 囲 内 の 強 度 お よ び 粒 径 に 制 御 し た 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 表 面 が 溶 融 固 化 し た 造 粒
物 を 製 造 す る と 、 成 型 さ れ た 造 粒 物 は 、 溶 融 し な い 木 材 が 圧 密 さ れ て 中 心 部 を 形 成 し 、 溶
融 す る 成 分 が 表 面 に 溶 融 固 化 さ れ た 状 態 と な り 、 高 炉 に 吹 込 む と 、 高 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 を 達
成 で き る の で 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 で 用 い る 廃 木 材 は 、 平 均 粒 度 が １ ～ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 と な る 粉 粒 体 な い し 細 片 状 に 破
砕 し た も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 廃 木 材 は 通 常 の 破 砕 処 理 で 平 均 粒 度 が １ ～ １ ５ ｍ ｍ
の 範 囲 と な る よ う に 調 整 す る こ と が 容 易 で あ り 、 安 価 で 、 大 量 処 理 の 要 請 が あ る 。 廃 木 材
は 乾 燥 し た 、 水 分 含 有 量 の 少 な い も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 で 用 い る プ ラ ス チ ッ ク と し て は 、 大 量 処 理 の 要 請 の あ る 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 用 い る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 方 法 を 、 実 施 例 に よ っ て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 実 施 例 １ ］ 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク と を ３ ０ ： ７ ０ の 混 合 比 で 混 合 し 、 孔 径 ６ ｍ ｍ の リ
ン グ ダ イ 式 造 粒 機 を 用 い て 、 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 混 合 物 を ひ も 状 に 押 出 し 、 約 １ ０
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ｍ ｍ ご と に 切 断 し て 、 直 径 約 ８ ｍ ｍ 、 長 さ 約 １ ０ ｍ ｍ の 造 粒 物 を 製 造 し た 。 得 ら れ た 円 筒
形 の 造 粒 物 は 、 中 心 部 の 木 材 の 含 有 率 が 高 く 、 側 面 が 溶 融 後 固 化 し た プ ラ ス チ ッ ク 主 体 で
、 平 均 強 度 指 数 ２ ０ ｍ ｍ ｆ ／ ｍ ｍ 、 平 均 調 和 径 ７ ． ２ ｍ ｍ で あ っ た 。 こ の 造 粒 物 を 、 高 炉
の ブ ロ ー パ イ プ 内 を 流 れ て い る 熱 風 中 に 、 適 切 な 径 を 持 つ 吹 込 み ラ ン ス の 先 端 か ら 噴 射 し
、 炉 内 吹 込 み を １ 日 間 実 施 し た 。 こ の と き の 高 炉 操 業 条 件 は 以 下 の と お り で あ っ た 。
出 銑 量 ： ９ ０ ０ ０ ｔ ． ｐ ｉ ｇ ／ 日
送 風 量 ： ７ ２ ０ ０ Ｎ ｍ ３ ／ ｈ ｒ
酸 素 富 化 ： ４ ． １ ％
コ ー ク ス 比 ： ４ ４ ０ ｋ ｇ ／ ｔ ． ｐ ｉ ｇ
微 粉 炭 吹 込 み 量 １ ２ ０ ｋ ｇ ／ ｔ ． ｐ ｉ ｇ
廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 の 吹 込 み 量 ： １ ０ ｋ ｇ ／ ｔ ． ｐ ｉ ｇ
吹 込 ん だ 造 粒 物 は 、 ９ ５ ％ 以 上 の 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 を 示 し た 。 更 に 造 粒 物 製 造 の 際 の 廃 木 材
と 廃 プ ラ ス チ ッ ク と の 混 合 割 合 や 製 造 条 件 を 変 化 さ せ 、 造 粒 物 の 強 度 と 粒 径 を 変 化 さ せ た
が 、 平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ 、 調 和 平 均 径 が ５ ｍ ｍ 以 上 の 範 囲 で は 高
炉 の 操 業 自 体 に 全 く 支 障 は 生 じ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 実 施 例 ２ ］ 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク と を ５ ０ ： ５ ０ の 混 合 比 で 混 合 し 、 孔 径 ６ ｍ ｍ の リ
ン グ ダ イ 式 造 粒 機 を 用 い て 、 平 均 強 度 指 数 ４ ０ ｍ ｍ ｆ ／ ｍ ｍ 、 且 つ 、 平 均 調 和 径 ６ ． ５ ｍ
ｍ の 造 粒 物 を 製 造 し 、 そ し て 、 高 炉 の ブ ロ ー パ イ プ 内 を 流 れ て い る 熱 風 中 に 、 適 切 な 径 を
有 す る 吹 込 み ラ ン ス の 先 端 か ら 噴 射 し 、 高 炉 内 に １ 日 間 吹 込 ん だ 。 こ の 時 の 高 炉 操 業 条 件
は 以 下 と お り で あ っ た 。
出 銑 量 ： ９ ０ ０ ０ ｔ ． ｐ ｉ ｇ ／ 日
送 風 量 ： ７ ３ ０ ０ Ｎ ｍ ３ ／ ｈ ｒ
酸 素 富 化 ： ３ ． ８ ％
コ ー ク ス 比 ： ４ ４ ５ ｋ ｇ ／ ｔ ． ｐ ｉ ｇ
微 粉 炭 吹 込 み 量 １ １ ５ ｋ ｇ ／ ｔ ． ｐ ｉ ｇ
廃 木 材 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 の 吹 込 み 量 ： １ ５ ｋ ｇ ／ ｔ ． ｐ ｉ ｇ
吹 込 ん だ 造 粒 物 は 、 １ ０ ０ ％ の 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 を 示 し た 。 更 に 造 粒 物 製 造 の 際 の 廃 木 材 と
廃 プ ラ ス チ ッ ク と の 混 合 割 合 や 製 造 条 件 を 変 化 さ せ 、 造 粒 物 の 強 度 と 粒 径 を 変 化 さ せ た が
、 平 均 強 度 指 数 が １ ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 以 上 、 且 つ 、 調 和 平 均 径 が ５ ｍ ｍ 以 上 の 範 囲 で は 高 炉
の 操 業 自 体 に 全 く 支 障 は 生 じ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 木 材 を 含 む 造 粒 物 を 高 燃 焼 ・ ガ ス 化 率 で 高 炉 で 処 理
す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の た め 高 炉 の 燃 料 コ ス ト を 大 幅 に 低 減 で き 、 廃 木 材 と 廃 プ ラ ス
チ ッ ク を 有 効 に 効 率 的 に 処 理 で き る 。 更 に 、 木 材 を 所 定 の 強 度 と 粒 径 を 有 す る 造 粒 物 と し
て 高 炉 に 吹 込 む の で 、 吹 込 み の 際 の 流 動 性 や 搬 送 性 が 良 好 で あ り 、 安 定 操 業 が 可 能 で あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 廃 木 材 と プ ラ ス チ ッ ク と の 造 粒 物 を 高 炉 に 吹 込 み 際 の 、 平 均 強 度 指 数 と 調 和 平 均
径 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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